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1．前３ヶ年の振り返り

� 10年度は好調なスタートを切ったが、その後の経済環境の影響（円高、東日本大震災、
欧州財政危機、日中関係の悪化など）を受け、売上高・経常利益は低調に推移。

�長期経営ビジョンで掲げた事業投資・運営型プロジェクトの推進、海外拠点拡充、
グローバル人材育成などの施策は着実に実行し、海外取引比率も伸長。

（単位 ： 億円） （単位 ： 億円）

売上高/経常利益 海外取引高/海外取引比率

※ 各セグメント数値は連結調整前

（神鋼向け受託業務除く）
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� 10年後のありたい姿をイメージした長期経営ビジョン（2010年度発表）のもと、
新中期経営計画においても、 “３つの全体戦略” を柱に諸施策を推進いたします。

グローバル
ビジネスの加速

2．新中期経営計画のビジョンと全体戦略

KOBELCO
（神戸製鋼グループ）

の中核となる
グローバル
商社を目指す

KOBELCO
（神戸製鋼グループ）

の中核となる
グローバル
商社を目指す

ビジョンビジョン 全体戦略全体戦略

経営基盤の充実

人材の確保と育成

財務体質の強化

経営システムの充実

商社機能の強化

事業運営型ビジネス拡大

提案型ビジネスの強化

神戸製鋼グループの中核商社

成長分野の取組み

海外グローバル拠点の拡充
グローバル拠点を活かし
原料・素材・機械の供給、
製品の複合的販売を拡大
海外取引比率５０％
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■売上高 １兆円 ■経常利益 ９０億円
■海外取引比率 ４０％以上

3．全体計画
-1. 経営数値目標
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（単位 ： 億円） （単位 ： 億円）

※ 各セグメント数値は連結調整前

（神鋼向け受託業務除く）
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3．全体計画
-2. 全体戦略①グローバルビジネスの加速

海外

グローバル

拠点の拡充

z メキシコ販売会社の立上げ
z GBP（線材二次加工拠点）の活用による拡販

中国

北米

z 中国内調達及び中国系企業との取引拡大
z 中国製品の輸出・三国間取引拡大
z 自動車向け部品加工会社の収益化
z 拠点の拡充

アセ
アン
・
インド

z アセアン・インド統括機能をシンガポールに移設し、
機能強化

z 地域内各拠点間の連携を強化し、三国間取引を拡大

他

z 豪州 ： 原料関連の事業型プロジェクト
（鉄鉱石・石炭）を継続検討

z 中東 ： HBI・ビレット・鋳鍛鋼を中心に取扱い拡大
ドバイ事務所の現地法人化検討

z 新規進出地域、拠点の調査・検討（ミャンマーほか）
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当社本社、及び海外現地法人

海外事務所

海外投資先

（2013年4月現在）

中国中国中東中東ヨーロッパヨーロッパ

全体全体

１２年度 ３３.６％ ⇒ １５年度 ４０％以上海外取引比率

※グラフは、各地域の海外取引高（単位：億円）

アジアアジア

豪州豪州

インドインド

北米北米

1,832

3,000

0

2,000

4,000

12年度 15年度

3．全体計画
-2. 全体戦略①グローバルビジネスの加速
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3．全体計画
-2. 全体戦略②商社機能の強化

z 神戸製鋼グループ各社とのシナジーの追求

z 収益力・商社機能強化のためＭ＆Ａを継続検討

z 成長分野（環境・エネルギー、資源）ビジネスへの
積極的アプローチ、事業参画

商社機能の強化商社機能の強化

事業運営型事業運営型

ビジネスの拡大ビジネスの拡大

z 各事業部門が推進している新規事業会社の
早期立上げ・安定化

¾ 対象地域
メキシコ、中国、インド、インドネシア、タイ、

マレーシア、韓国など

z 本社部門のサポート体制の充実
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zフロー利益の積上げによる自己資本の更なる充実
¾ 2020年度までに自己資本比率20％以上を目指す

z資金調達力の強化
¾ 直接金融市場の活用など

財務体質の財務体質の
強化強化

経営経営
システムのシステムの
充実充実

z情報インフラの安全性・利便性向上による競争力強化

zコンプライアンス強化、リスク管理などの徹底

人材の確保人材の確保
と育成と育成

zグローバル採用の推進

zグローバルビジネスに対応した人材育成
¾ 若手の海外派遣研修、ナショナルスタッフの日本研修

3．全体計画
-2. 全体戦略③経営基盤の充実
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鉄鋼原料

鉄鋼

機械・情報

非鉄金属

溶材

その他

計計

部門部門

（単位：億円）

１２年度１２年度

２,５４９

１３年度１３年度
予想予想

長期ﾋﾞｼﾞｮﾝ
１５年度

＜参考＞

１４年度１４年度
計画計画

１５年度１５年度
計画計画

‘‘1212→→’’1515
差異差異
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２,０００

１２

７８０
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８
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０

３,２００
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６
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２０２
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２０
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０
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１００

4．部門別計画
-1．部門別数値計画サマリー

＜上段：売上高、下段：経常利益＞
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�国内取引の維持・拡大
z神戸製鋼グループとの更なる関係強化
z国内取引先における紐付比率向上

�海外取引・海外事業の拡大
z成長分野（自動車・エネルギー）に注力し、顧客の海外進出に
同調しながら海外取引を拡大

z立上げ段階にある新規事業の早期黒字化
自動車部品関連 ： 中国、タイ 厚板溶断 ： インド など

z更なる新規事業の検討 ： メキシコ・中国など
z既存現地法人でのビジネス基盤の強化
： インドネシア、ベトナム、シンガポール、台湾など

4．部門別計画
-2．鉄鋼部門

環境変化に柔軟に対応できる「真のグローバル部門」

となり、安定した利益を確保する
ビジョン

重点実施
課題
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�グローバルビジネスの拡大
z主原料 ： 神鋼向け取扱いおよび三国間取引の拡大
z冷鉄源 ： ヤード、海外拠点、海外トレーダー活用による取引拡大
z合金鉄 ： Pertama（ﾏﾚｰｼｱ）製合金鉄の輸入・三国間取引の拡大

�海外における事業型プロジェクトへの参画
z原料炭、一般炭、マグネタイトペレットフィードプロジェクトなどへ
の参画検討

�環境関連商品（スラグ、ＲＰＦ）の拡充

4．部門別計画
-3．鉄鋼原料部門

プロフェッショナル集団による新しいビジネスモデル構築

～仲介・繋ぎから自立へ そしてさらに海外に～
ビジョン

重点実施
課題
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�国内販売体制の強化による売上・収益力の回復
z主要顧客への深耕と取引の重層化
z自動車分野、環境・エネルギー関連需要への取組強化
z神商非鉄 ： 流通販売体制の再構築、C.C.事業の収益化

�海外現地法人の取引拡大と新規市場開拓・川下事業投資
による収益の確保

z機能強化 ： [中国]C.C.事業拡大、機械加工事業の収益安定化
[マレーシア]OA事業拡大、[タイ]物流拠点の整備

z新規事業 ： [中国]カッパーメッキ事業、
[アセアン]アルミ押出・加工品事業 など

z新規市場開拓 ： ベトナム、インドネシア、フィリピン など

4．部門別計画
-4．非鉄金属部門

神戸製鋼グループの中核となる

「非鉄のグローバル専門商社」
ビジョン

重点実施
課題
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�KOBELCO各社との役割分担・営業連携の強化、および各社
商品戦略に対応した営業体制の強化

�事業投資の推進とグローバルビジネスの加速
zKOBELCO各社・国内顧客の海外進出への協力および対応強化
z中国・アセアン域内での相互ビジネスの拡大
zマツボー ： 連結経営の強化、海外進出・輸出ビジネスの推進

�ベースカーゴの強化と調達・資機材ビジネスの推進
z圧縮機など汎用品の販売強化･商材拡充､メンテナンスなど
サービスビジネス強化

zスチームスターのベース商品化、韓国等海外への拡販推進
z海外調達強化によるKOBELCO各社への原価低減貢献と拡販

4．部門別計画
-5．機械・情報部門

神戸製鋼グループの中核となる

「機械・情報グローバル商社」
ビジョン

重点実施
課題
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�国内外重点顧客での商権の確保
z技術営業強化による収益の拡大

�調達の多様化による販路・顧客の拡大
z顧客要求に対応した材料・機器・原料の調達と販売
z溶剤原料調達ソースを活用した諸原料の異業種顧客への拡販
z輸入・三国間取引等、取引形態と取扱い商品の多様化

�アセアン・中国での収益拡大と新規市場の開拓
z機能拡充と拠点間連携の強化による新たな価値の創造
z生産・加工への事業投資とアジア地域での新規市場開拓

4．部門別計画
-6．溶材部門

顧客ニーズへの広範な対応力を備えた

「総合溶接事業組織」
ビジョン

重点実施
課題
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鉄鋼原料

鉄鋼

機械・情報

非鉄金属

溶材

本社

（IT投資他）

計計

部門部門 主な地域・主な地域・案件案件等等（（’’1313～～’’1515計画）計画）

マレーシア、

豪州

インド、中国、メキシコ、

インドネシア、米国

中国、韓国、

ベトナム、日本

中国、マレーシア、

タイ、日本

韓国、

マレーシア

インドネシア、

日本

合金鉄製造販売会社出資、

鉄鉱石鉱山・炭鉱への投資他

厚板溶断会社設備投資、
自動車部品製造・販売会社への出資他

圧縮機製造会社・タイヤゴム事業への出資、
冷凍機・鋳物生産事業への出資他

神商精密器材設備導入、中国・アセアン

での合弁、神商非鉄C.C.強化 他

韓国機器販売会社への出資、

マレーシア溶材製造会社への出資他

工業団地土地活用、Ｍ＆Ａの検討、

業務システムの改善他

（単位：億円）

5．投資計画

‘‘1010--’’1212
実績実績

４

２４

３４

９

０.４

３６

１０７

１５０

５０

２０

２０

１０

１００

３５０

‘‘1133--’’1155
計画計画

長期ﾋﾞｼﾞｮﾝ
’10-’15

２３０

５０

３０

４０

１０

４０

４００

＜参考＞
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（参考） 売上高・経常利益・当期純利益推移

（単位：億円）

売上高/経常利益/当期純利益

＜参考＞

長期経営ビジョン

新中期経営計画
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2012年度

実績

（参考） 主要経営指標の推移

売上高

営業利益

経常利益

当期純利益

自己資本

有利子負債残高

D/Eレシオ

総資産

自己資本比率

要員

（単位：億円）

8,700

60

51

30

2013年度

予想

319
504

1.6倍

2,307

13.8％

1,399人

7,697

55

49

19

297
493

1.7倍

2,142

13.9％

9,300

78

70

41

2014年度

目標

352
517

1.5倍

2,306

15.3％

1,430人

10,000

98

90

56

2015年度

目標

400
514

1.3倍

2,454

16.3％

国内 864人 857人
海外 535人 573人

（内訳）

1,286人

832人

454人

1,466人

863人

603人
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企業理念
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将来見通しに関する注意事項

本資料の中には、当社の将来への予測に関する

内容が含まれています。これらは、当社が現在入手
可能な情報による判断および仮定に基づいており、
判断や仮定に内在する不確定性および今後の事業
運営や内外の状況変化による変動可能性など様々
な要因によって、実際に生じる結果が予測内容とは
実質的に異なってしまう可能性があります。
当社は、将来予測に関するいかなる内容について
も、改訂する義務を負うものではありません。


